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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第47期

第３四半期累計期間
第48期

第３四半期累計期間
第47期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 6,998,630 7,316,473 10,350,105

経常利益又は経常損失（△） (千円) △1,635 104,001 475,416

四半期（当期）純利益
又は四半期純損失（△）

(千円) △19,810 66,373 275,859

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 500,000 500,000 500,000

発行済株式総数 (株) 9,000,000 9,000,000 9,000,000

純資産額 (千円) 6,320,228 6,610,387 6,619,656

総資産額 (千円) 11,215,747 11,088,022 11,769,211

１株当たり四半期（当期）純利
益又は１株当たり四半期純損失
（△）

(円) △2.20 7.38 30.66

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 2.5 3.5 ７

自己資本比率 (％) 56.4 59.6 56.2

　

回次
第47期

第３四半期会計期間
第48期

第３四半期会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純損失（△） (円) △1.81 △0.37

(注) １　売上高には、営業雑収益及び附帯事業収益を含めております。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　第47期第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失で

あり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５　第48期第３四半期累計期間及び第47期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株

式が存在しないため記載しておりません。

６　第47期の１株当たり配当額７円は、創立45周年記念配当２円を含めております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありま
せん。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の
うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に
記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。
なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約の決定又は締結等はありません。
　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第３四半期累計期間（平成24年４月１日～平成24年12月31日）の売上高は、新規のお客様の増加に
よるガス販売量の増加等により前年同期に比べ4.5％増の7,316,473千円となりました。
利益については、都市ガスの増販効果と経費節減に努めた事等から104,001千円の経常利益（前年同期
は1,635千円の経常損失）となり、四半期純利益は66,373千円（前年同期は19,810千円の四半期純損失）
となりました。
当社の売上高及び利益は、ガス事業のウエイトが高く、冬期に多く計上されるという季節的変動要因が
あります。
セグメント別の業績は次のとおりであります。
　
〔都市ガス事業〕
　
ガス販売量は、新規のお客さまの獲得及び業務用ガス販売量の増加により前年同期に比べ6.6％増の
38,189千㎥となりました。
ガス売上高につきましては、ガス販売量の増加により前年同期に比べ6.5％増の4,477,592千円となり
ました。
都市ガス事業の工事・器具売上高は、高効率給湯器、ガス暖房機、安全機能付ガスコンロ等器具の拡販
に積極的な営業活動を展開してまいりましたが、大口物件の減少等により前年同期に比べ2.7％減の
1,314,267千円となりました。
この結果、都市ガス事業の売上高は、前年同期に比べ4.2％増の5,791,859千円となり、セグメント利益
は前年同期に比べ42.3％増の437,077千円となりました。
　
〔ＬＰガス事業〕
　
ガス販売量は、都市ガス事業同様新規のお客さまの獲得により前年同期に比べ2.9％増の6,961ｔとな
りました。
ガス売上高につきましては、ガス販売量の増加等により前年同期に比べ9.5％増の1,228,709千円とな
りました。
ＬＰガス事業の工事・器具売上高は、都市ガス事業同様高効率給湯器、ガス暖房機、安全機能付ガスコ
ンロ等器具の拡販に積極的な営業活動を展開してまいりましたが、大口物件の減少等により前年同期に
比べ7.5％減の295,903千円となりました。
この結果、ＬＰガス事業の売上高は、前年同期に比べ5.7％増の1,524,613千円となり、セグメント損失
は69,239千円（前年同期は31,346千円のセグメント損失）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の総資産は、主に現金及び預金並びに繰延資産の減少等により前事業年度末
に比べ681,188千円減の11,088,022千円となりました。
当第３四半期会計期間末の負債は、長期借入金及び１年以内に期限到来の固定負債の減少等により前
事業年度末に比べ671,919千円減の4,477,635千円となりました。
純資産は、当第３四半期純利益の計上がありましたが、配当金の支払による繰越利益剰余金の減少等に
より前事業年度末に比べ9,269千円減の6,610,387千円となりました。この結果、自己資本比率は前事業年
度末に比べ3.4ポイント増の59.6％となりました。
　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた
課題はありません。
　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,000,000 9,000,000
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は
100株であります。

計 9,000,000 9,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年12月31日 ― 9,000,000 ― 500,000 ― 72,548

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない
ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年９月30日)に基づく株主名簿により記載
をしております。

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

－
株主としての権利内容に制限のない
標準となる株式普通株式 3,100

完全議決権株式(その他) 普通株式 8,993,200 89,932 同上

単元未満株式 普通株式 3,700 － 同上

発行済株式総数 9,000,000－ －

総株主の議決権 － 89,932 －

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式45株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
新日本瓦斯㈱

北本市古市場１－５ 3,100 - 3,100 0.0

計 － 3,100 - 3,100 0.0

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣
府令第63号)及び「ガス事業会計規則」(昭和29年通商産業省令第15号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成24年10月１日から
平成24年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)に係る四
半期財務諸表について、協立監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

固定資産

有形固定資産

供給設備 7,391,369 7,234,335

業務設備 663,162 644,728

附帯事業設備 352,224 351,225

建設仮勘定 12,644 189,341

有形固定資産合計 8,419,400 8,419,631

無形固定資産

のれん 84,359 50,626

その他無形固定資産 59,345 63,542

無形固定資産合計 143,704 114,169

投資その他の資産

投資有価証券 66,850 62,169

社内長期貸付金 43,498 35,484

出資金 12,468 12,468

長期前払費用 293,891 307,783

繰延税金資産 126,913 134,718

リース投資資産 122,052 107,489

その他投資 22,565 23,367

投資その他の資産合計 688,239 683,481

固定資産合計 9,251,343 9,217,282

流動資産

現金及び預金 1,220,377 759,651

受取手形 ※1
 26,929

※1
 31,423

売掛金 512,800 446,273

関係会社売掛金 － 46

未収入金 84,381 96,070

製品 125,387 138,511

貯蔵品 47,666 44,573

前払金 4,638 3,477

前払費用 11,878 42,206

繰延税金資産 51,171 23,319

その他流動資産 25,407 20,647

附帯事業売掛金 192,181 145,516

附帯事業流動資産 50,107 58,755

貸倒引当金 △46,844 △33,687

流動資産合計 2,306,083 1,776,788

繰延資産

開発費 211,783 93,952

繰延資産合計 211,783 93,952

資産合計 11,769,211 11,088,022
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(単位：千円)

前事業年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

固定負債

長期借入金 1,320,529 955,984

退職給付引当金 263,486 274,517

役員退職慰労引当金 118,109 131,951

ガスホルダー修繕引当金 78,769 39,324

リース債務 148,631 125,848

その他固定負債 9,600 7,680

固定負債合計 1,939,125 1,535,305

流動負債

1年以内に期限到来の固定負債 853,738 658,261

支払手形 ※1
 82,495

※1
 101,855

買掛金 346,456 339,476

未払金 230,570 174,335

未払費用 54,477 47,242

未払法人税等 200,377 9,952

前受金 6,144 109,077

預り金 13,765 52,269

関係会社支払手形 748,455 986,800

関係会社買掛金 70,963 86,502

関係会社未払金 291,365 119,451

賞与引当金 85,553 30,781

その他流動負債 1,536 1,591

附帯事業流動負債 224,526 224,731

流動負債合計 3,210,428 2,942,330

負債合計 5,149,554 4,477,635

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金

資本準備金 72,548 72,548

資本剰余金合計 72,548 72,548

利益剰余金

利益準備金 93,284 93,284

その他利益剰余金

別途積立金 3,499,500 3,599,500

繰越利益剰余金 2,435,663 2,330,062

利益剰余金合計 6,028,447 6,022,846

自己株式 △1,284 △1,302

株主資本合計 6,599,711 6,594,091

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 19,944 16,295

評価・換算差額等合計 19,944 16,295

純資産合計 6,619,656 6,610,387

負債純資産合計 11,769,211 11,088,022
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

製品売上

ガス売上 4,205,129 4,477,592

売上原価

期首たな卸高 110,771 125,387

当期製品仕入高 1,676,064 1,896,888

当期製品自家使用高 3,397 4,016

期末たな卸高 129,449 138,511

売上原価合計 1,653,988 1,879,748

売上総利益 2,551,140 2,597,844

供給販売費及び一般管理費

供給販売費 2,415,376 2,329,564

一般管理費 299,737 298,911

供給販売費及び一般管理費合計 2,715,114 2,628,475

事業損失（△） △163,973 △30,631

営業雑収益

受注工事収益 229,489 223,021

器具販売収益 1,121,675 1,091,185

その他営業雑収益 － 59

営業雑収益合計 1,351,164 1,314,267

営業雑費用

受注工事費用 216,872 208,469

器具販売費用 930,615 904,012

営業雑費用合計 1,147,488 1,112,482

附帯事業収益 1,442,336 1,524,613

附帯事業費用 1,473,683 1,593,852

営業利益 8,356 101,914

営業外収益

受取利息 472 392

受取配当金 910 902

受取保険金 － 1,644

保険配当金 409 3,986

受取補償金 1,544 1,430

雑収入 7,334 7,399

営業外収益合計 10,671 15,755

営業外費用

支払利息 20,662 13,668

営業外費用合計 20,662 13,668

経常利益又は経常損失（△） △1,635 104,001
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(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

特別利益

固定資産売却益 4,467 968

投資有価証券売却益 8,640 －

特別利益合計 13,107 968

特別損失

固定資産売却損 － 3

ゴルフ会員権評価損 400 －

特別損失合計 400 3

税引前四半期純利益 11,072 104,965

法人税等 － 16,926

法人税等調整額 30,882 21,665

法人税等合計 30,882 38,591

四半期純利益又は四半期純損失（△） △19,810 66,373
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【会計方針の変更等】

当第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改

正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞ

れ10,406千円増加しております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

※１．四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。
なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形
が、四半期会計期間末残高に含まれております。

　
前事業年度

(平成24年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形

支払手形

2,464千円

8,200 〃

1,323千円

 10,949 〃

　

(四半期損益計算書関係)

　１.売上高の季節的変動

前第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)及び当第３四半期累計期間（自　
平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）
当社の売上高は、ガスのウエイトが高いため、冬期を中心に多く計上される季節的変動要因がありま
す。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、

次のとおりであります。

　
前第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

減価償却費

のれんの償却額

1,009,315千円

  37,042 〃

966,503千円

 37,714 〃

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 22,492 2.5平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

平成23年10月28日
取締役会

普通株式 22,492 2.5平成23年９月30日 平成23年11月21日 利益剰余金

　
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末
日後となるもの

該当事項はありません。
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当第３四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 40,486 4.5平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

平成24年10月25日
取締役会

普通株式 31,488 3.5平成24年９月30日 平成24年11月19日 利益剰余金

　
２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末
日後となるもの
該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
都市ガス事業 ＬＰガス事業

売上高（注） 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,556,293 1,442,336 6,998,630

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─

計 5,556,293 1,442,336 6,998,630

セグメント利益又は損失(△) 307,249 △31,346 275,902

(注)　売上高には、営業雑収益及び附帯事業収益を含めております。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主
な内容(差異調整に関する事項)

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 275,902

全社費用（注） 267,546

四半期損益計算書の営業利益 8,356

(注)　全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

新日本瓦斯株式会社(E04532)

四半期報告書

13/17



　

Ⅱ  当第３四半期累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
都市ガス事業 ＬＰガス事業

売上高（注） 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,791,859 1,524,613 7,316,473

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

─ ─ ─

計 5,791,859 1,524,613 7,316,473

セグメント利益又は損失(△) 437,077 △69,239 367,838

(注)　売上高には、営業雑収益及び附帯事業収益を含めております。

　
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主
な内容(差異調整に関する事項)

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 367,838

全社費用（注） 265,923

四半期損益計算書の営業利益 101,914

(注)　全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報
該当事項はありません。

　

４ 報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴
い、第１四半期会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人
税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に
基づく方法に変更しております。
これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期累計期間の「都市ガス事業」のセグメント利益が
9,677千円増加し、「ＬＰガス事業」のセグメント利益が499千円増加しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失（△）

△２円20銭 ７円38銭

    (算定上の基礎) 　 　

     四半期純利益又は四半期純損失（△）(千円) △19,810 66,373

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益又は普通株式に係る
    四半期純損失（△）(千円)

△19,810 66,373

    普通株式の期中平均株式数(株) 8,996 8,996

(注) １　前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　当第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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２ 【その他】

第48期(平成24年４月１日から平成25年３月31日まで)中間配当については、平成24年10月25日開催の取
締役会において、平成24年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行う
ことを決議いたしました。

　①　配当金の総額 31,488千円

　②　１株当たりの金額 ３円50銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成24年11月19日

　

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年２月12日

新日本瓦斯株式会社

取締役会  御中

協立監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士　　南　　部　　敏　　幸　　㊞

　

業務執行社員 　 公認会計士　　田　　中　　伴　　一　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている新日
本瓦斯株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの第48期事業年度の第３四半期会計期間（平
成24年10月１日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月
31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期
レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半
期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期
財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、新日本瓦斯株式会社の平成24年12月31日現在の財政状
態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす
べての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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